
 

 

 

 

 

（広告） 

（広告） 

発行 上野西部地区住民自治協議会 
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上野西部地区  世帯数 1,458 

 人口 2,937 人 

 (男 1,417、女 1,520) 

  令和 7 年 2 月末日現在 

 

健康福祉スポーツ部会 

 

ボウリング大会 

2月 22日（土）、健康増進・世代間交流を目的に、小田町にある 

伊賀にん２ボウルで西部地区自治協健康福祉スポーツ部会主催

のボウリング大会が開催されました。 

大人が 10人、中学・高校生が 4人、小学生 4人の計 18人で、個

人戦 2ゲーム制で争われました。 

優勝されたのは、下の写真中央の小森さんで表彰状と優勝カッ

プ、賞品が贈られました。2位は同左の杉森さん、3位は同右の

出口さんで、それぞれ表彰状と賞品が贈られました。おめでとう

ございました。 

屋外は寒波到来で非常に寒かったですが、ボウリング場内では

熱戦が繰り広げられました。 

開会にあたり、市文化財課西口さんの挨拶 

お囃子体験 

2月 23日（日）、上野西部地区市民センターでお囃子体験が行われました。参加者は大人 3人、

子ども 4人で、例年に比べ少人数でした。 

始めに上野天神祭の歴史について話を聞いた後、大人は太鼓を、子どもは鉦の叩きかたを上野

福居町の囃子方から教わりました。曲や掛け声等に合せて、参加者は一生懸命に上野福居町の

お囃子を練習しました。 

次回のお囃子体験は、上野中町のお囃子の予定です。 

摺鉦、太鼓、龍笛の三楽奏でした 



教育・文化・芸術部会 

9 提灯屋（永尾邸） 

            

伊賀市上野魚町の町名は、海辺とは程遠い山地にありながら魚の取り扱いを生業とする見世（店）が多

く近隣には「魚市場」もあったことによります。魚町の西端部に「提灯屋」があり現在は、「永尾珈琲

豆挽売店」となっています。 

現当主永尾幸憲氏の話によれば、永尾家中興二代の祖である文四郎が「煮うり屋」として天保 4年

（1833）創業し、高標をなつめ形提灯に「安めし提灯屋」と書き赤色に塗って表の入り口に吊るしてい

た。三代目弥吉は、商いに熱心で名を広め遠く西は岡山、東は静岡辺りまで「安めし提灯屋」の名が伝

わったという。 

現在の建物は、昭和 3年に建築されました。その当時総二階で広い間口の建物は堂々として画期的であ

ったそうです。この建物の最大の特徴は、二階の窓下に規則正しい正方形の格子を設け、さらに庇屋根

（ひさしやね）の熨斗瓦（のしがわら）が海の波を形どった模様に、なおかつ屋号の「提灯屋」という

文字を浮かび上がらせていることにあります。 

昭和 56年まで豆腐田楽を炭火で焼いて飲食店を営んでいましたが、現在は「永尾珈琲豆挽売店」とし

てコーヒー豆の販売を行っています。田楽とコーヒー、どちらも香ばしい香りで家風と暖簾が伝承され

ているようです。 

参考資料 

 読売新聞  ：街並み 伊賀を行く 永尾邸 平成 9年 2月 7日付 

 永尾家由来 ：中興六代 永尾幸憲 

 

 

 

 

年金 3 択クイズ 

年金受給資格を得たり、受給額を増やしたりする目的で、60歳以上から国民年金任意加入の制度があり

ますが、誤った記述はどれでしょうか。 

① 繰り上げ受給者や厚生年金加入者も任意加入することができる。 

② 年金受給資格が 10 年未満の人は 70 歳まで任意加入することができる。 

③ 任意加入は最長 5年または納付月数が 480 カ月になるまで任意加入することができる。 

子ども食堂「わいわい いがっこ」 

日時 2025年 4月 20日（日）  料金 300円 10食 

   11：20～11：40     

場所 おあいこ中町サテライト（旧ヤオヒコ西） 

予約 090-5854-7761 9：00～18：00  締切 4月 16日（水） 

伊賀上野・城下町のおひなさん 

3月 3日まで、町屋などでひな人

形が展示されました 


